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【 出 願 番 号 】 特 願 2004-544169(P2004-544169)
【 国 際 特 許 分 類 】
                        Ｃ ０ ４ ＢＣ ０ ４ ＢＣ ０ ４ ＢＣ ０ ４ ＢＣ ０ ４ ＢＣ ０ ４ ＢＣ ０ ４ ＢＣ ０ ４ Ｂ   35/56     (2006.01)  35/56     (2006.01)  35/56     (2006.01)  35/56     (2006.01)  35/56     (2006.01)  35/56     (2006.01)  35/56     (2006.01)  35/56     (2006.01)
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   Ｃ ０ ４ Ｂ   35/56          Ｆ
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   Ｃ ０ ４ Ｂ   35/56          Ｗ
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 6月 30日 (2006.6.30)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 各 種 の 実 施 態 様 で 、 例 え ば 、 第 二 材 料 の 容 量 は 、 材 料 の 全 容 量 の 約 ３ ％ ～ ４ ０ ％ で あ る
。 い く つ か の 用 途 で は 、 上 記 結 合 剤 マ ト リ ッ ク ス は 、 材 料
の 全 重 量 の ２ ５ ％ を 超 え る 量 の レ ニ ウ ム を 含 有 し て い る 。 そ の 他 の 用 途 で は 、 第 二 材 料 は
Ｎ ｉ ベ ー ス 超 合 金 を 含 有 し て い る 。 上 記 Ｎ ｉ ベ ー ス 超 合 金 は 、 特 定 の 用 途 の 場 合 、 Ｎ ｉ 及
び 他 の 元 素 例 え ば Ｒ ｅ を 含 有 し て い る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 対 象 の 超 硬 合 金 の 材 料 組 成 物 は 、 各 種 の 硬 質 粒 子 と 各 種 の 結 合 剤 マ ト リ ッ ク ス 材 料 を 含
有 し て い る 。 一 般 に 、 こ れ ら の 硬 質 粒 子 は 、 元 素 周 期 表 の Ｉ Ｖ Ａ 族 の 金 属 の 炭 化 物 （ 例 え
ば Ｔ ｉ Ｃ 、 Ｚ ｒ Ｃ 、 Ｈ ｆ Ｃ ） 、 Ｖ Ａ 族 の 金 属 の 炭 化 物 （ 例 え ば Ｖ Ｃ 、 Ｎ ｂ Ｃ 、 Ｔ ａ Ｃ ） 及
び Ｖ Ｉ Ａ 族 の 金 属 の 炭 化 物 （ 例 え ば Ｃ ｒ ３ Ｃ ２ 、 Ｍ ｏ ２ Ｃ 、 Ｗ Ｃ ） か ら 製 造 す る こ と が で
き る 。 さ ら に 、 元 素 周 期 表 の Ｉ Ｖ Ａ 族 の 金 属 元 素 で 製 造 さ れ る 窒 化 物 （ 例 え ば Ｔ ｉ Ｎ 、 Ｚ
ｒ Ｎ 、 Ｈ ｆ Ｎ ） 並 び に Ｖ Ａ 族 の 金 属 元 素 で 製 造 さ れ る 窒 化 物 （ 例 え ば Ｖ Ｎ 、 Ｎ ｂ Ｎ 、 Ｔ ａ
Ｎ ） も 使 用 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 多 く の 超 硬 合 金 に 広 く 使 用 さ れ て い る 、 硬 質 粒 子
の 一 つ の 材 料 組 成 物 は 、 炭 化 タ ン グ ス テ ン 例 え ば 一 炭 化 タ ン グ ス テ ン （ Ｗ Ｃ ） で あ る 。 各
種 の 窒 化 物 を 、 炭 化 物 と 混 合 し て 上 記 硬 質 粒 子 を 製 造 す る こ と が で き る 。 上 記 の 及 び そ の
他 の 炭 化 物 及 び 窒 化 物 を ２ 種 以 上 混 合 し て 、 Ｗ Ｃ ベ ー ス の 超 硬 合 金 又 は Ｗ Ｃ を 含 有 し な い
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超 硬 合 金 を 製 造 す る こ と が で き る 。 異 な る 炭 化 物 の 混 合 例 と し て は 、 限 定 さ れ な い が
、 Ｗ Ｃ と Ｔ ｉ Ｃ の 混 合 物 並 び に Ｗ Ｃ 、 Ｔ ｉ Ｃ 及 び Ｔ ａ Ｃ の 混 合 物 が あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 Ｔ ａ Ｃ と Ｎ ｂ Ｃ は 、 あ る 程 度 類 似 の 特 性 を 有 し て い る の で 、 い く つ か の 実 施 態 様 の 超 硬
合 金 組 成 物 に お い て 、 互 い に 、 部 分 的 に 又 は 完 全 に 置 換 又 は 代 替 し て 使 用 す る こ と が で き
る 。 ま た 、 Ｈ ｆ Ｃ と Ｎ ｂ Ｃ の い ず れ か 一 方 又 は 両 方 も 、 超 硬 合 金 設 計 時 に 、 Ｔ ａ Ｃ の 一 部
又 は す べ て を 置 換 又 は 代 替 す る の に 使 用 で き る 。 Ｗ Ｃ 、 Ｔ ｉ Ｃ 、 Ｔ ａ Ｃ は 、

又 は 固 溶 体 の 形 製 造 す る こ と が で き る 。 混 合 物 を 使 用 す る 場 合 、
そ の 混 合 物 は 、 （ １ ） Ｗ Ｃ 、 Ｔ ｉ Ｃ 及 び Ｔ ａ Ｃ の 混 合 物 、 （ ２ ） Ｗ Ｃ 、 Ｔ ｉ Ｃ 及 び Ｎ ｂ Ｃ
の 混 合 物 、 （ ３ ） Ｗ Ｃ 、 Ｔ ｉ Ｃ 及 び Ｔ ａ Ｃ と Ｎ ｂ Ｃ の う ち の 少 な く と も 一 方 の 混 合 物 、 並
び に （ ４ ） Ｗ Ｃ 、 Ｔ ｉ Ｃ 及 び Ｈ ｆ Ｃ と Ｎ ｂ Ｃ の う ち の 少 な く と も 一 方 の 混 合 物 か ら な る 群
か ら 少 な く と も 一 つ 選 択 さ れ る 。 多 種 類 の 炭 化 物 の 固 溶 体 は 、 数 種 類 の 炭 化 物 の 混 合 物 よ
り 優 れ た 特 性 と 性 能 を 示 す 。 し た が っ て 、 硬 質 粒 子 は 、 （ １ ） Ｗ Ｃ 、 Ｔ ｉ Ｃ 及 び Ｔ ａ Ｃ の
固 溶 体 、 （ ２ ） Ｗ Ｃ 、 Ｔ ｉ Ｃ 及 び Ｎ ｂ Ｃ の 固 溶 体 、 （ ３ ） Ｗ Ｃ 、 Ｔ ｉ Ｃ 及 び Ｔ ａ Ｃ と Ｎ ｂ
Ｃ の う ち の 少 な く と も 一 方 の 固 溶 体 、 並 び に （ ４ ） Ｗ Ｃ 、 Ｔ ｉ Ｃ 及 び Ｈ ｆ Ｃ と Ｎ ｂ Ｃ の う
ち の 少 な く と も 一 方 の 固 溶 体 か ら な る 群 か ら 少 な く と も 一 つ 選 択 で き る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 願 に 記 載 さ れ て い る 超 硬 合 金 の 組 成 物 と 製 造 方 法 の 一 つ の 有 望 な 利 点 は 、 結 合 剤 マ ト
リ ッ ク ス 中 に 、 Ｒ ｅ 又 は Ｒ ｅ と 他 の 結 合 剤 材 料 の 混 合 物 を 含 有 す る 超 硬 合 金 を 製 造 す る た
め の よ り 実 用 的 な 製 造 方 法 を 提 供 す る か 又 は 可 能 に す る こ と で あ る 。 特 に 、 本 発 明 の ２ ス
テ ッ プ 法 に よ っ て 硬 合 金 の 全 重 量 の ２ ５ ％ を 超 え る

超 硬 合 金 を 製 造 す る こ と が 可 能 に な る 。 ２ ５ ％ を 超 え る Ｒ ｅ を 含 有 す る こ の
よ う な 超 硬 合 金 を 使 用 し て 、 高 温 に お い て 、 高 い 硬 度 と 材 料 強 さ を 達 成 で き る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 一 般 に 、 結 合 剤 マ ト リ ッ ク ス 中 の レ ニ ウ ム の 重 量 ％ は 、 超 硬 合 金 中 の 結 合 剤 マ ト リ ッ ク
ス の 全 重 量 の 数 ％ ～ ほ ぼ １ ０ ０ ％ で あ る 。 結 合 剤 マ ト リ ッ ク ス 中 の レ ニ ウ ム の 重 量 ％ は 好
ま し く は ５ ％ か 又 は ５ ％ を 超 え て い る 。 特 に 、 結 合 剤 マ ト リ ッ ク ス 中 の レ ニ ウ ム の 重 量 ％
は 、 結 合 剤 マ ト リ ッ ク ス の １ ０ ％ か 又 は １ ０ ％ を 超 え て も よ い 。 い く つ か の 実 施 態 様 で 結
合 剤 マ ト リ ッ ク ス 中 の レ ニ ウ ム の 重 量 ％ は 、 生 成 す る 超 硬 合 金

の 全 重 量 の ２ ５ ％ 又 は ２ ５ ％ を 超 え て も よ い 。 こ の よ う な 高 濃 度 の Ｒ ｅ を 含 有 す る 超
硬 合 金 は 、 本 願 に 記 載 さ れ て い る ２ ス テ ッ プ 法 に よ っ て 、 比 較 的 低 い 温 度 で 製 造 す る こ と
が で き る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ２
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【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ２ 】
【 表 ９ 】
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